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論
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序 
章 
小
説
を
取
り
巻
く
当
時
の
社
会
状
況
と
本
論
文
に
お
け
る
研
究
の
指
針 
 
 
坪
内
逍
遙
に
お
け
る
小
説
の
美
術
化
は
、
西
洋
化
を
め
ざ
し
日
々
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
当
時
の
日
本
の
社
会
に
お
け
る
改
良
手
段
の
一
要
素
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
唯
単
に
制
度
や
法
律
な
ど
眼
に
見
え
る
皮
相
部
分
だ
け
の
改
良
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
人
間
の
意
識
や
認
識
を
変
え
る
一
つ
の
要
素
に
美
術
論
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
明
治
十
三
年
一
月
十
一
日
に
龍
池
会
が
発
足
し
た
時
に
演
説
し
た
会
頭
佐
野
常
民
に
よ
る
美
術
論
の
中
で
、
ベ
イ
ン
の
説
を
引
用
し
、
美
術
に
よ
っ
て
人
の
性
格
や
心
情
が
温
厚
に
な
る
点
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
所
説
は
明
治
十
六
年
十
一
月
の
改
正
龍
池
会
規
則
の
主
旨
や
『
大
日
本
美
術
新
報
』
第
壹
号(
明
治
十
六
年
十
一
月
卅
日)
の
大
内
青
巒
の
緒
言
に
も
引
用
さ
れ(
こ
の
緒
言
は
『
小
説
神
髓
』
に
も
引
用
あ
り)
、
当
時
日
本
の
近
代
美
術
論
に
お
い
て
、
美
術
作
品
を
鑑
賞
す
る
観
者
の
気
格
を
高
尚
に
す
る
た
め
に
、
西
洋
美
術
論
の
受
容
に
積
極
的
に
努
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
近
代
日
本
人
が
気
格
を
高
尚
に
す
る
理
由
は
、
近
代
人
と
し
て
各
国
の
国
民
が
い
か
に
善
良
な
品
行
を
備
え
て
い
る
必
要
が
あ
る
か
と
い
う
点
を
求
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
『
西
洋
品
行
論
』
明
治
十
一
年
刊
）
。
し
た
が
っ
て
、
逍
遙
の
小
説
論
や
小
説
の
分
析
に
お
い
て
も
、
江
戸
文
学
領
域
か
ら
の
進
展
と
し
て
日
本
近
代
文
学
を
考
察
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
近
代
美
術
論
と
い
う
同
時
代
の
視
座
か
ら
考
察
す
る
必
要
も
肝
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
第
一
部 
日
本
近
代
美
術
論
に
お
け
る
「
妙
想
」
タ
ー
ム(
用
語)
の
諸
相 
 
第
一
部
で
は
、
「
妙
想
」
概
念
の
位
相
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
従
来
、
『
美
術
真
説
』(
明
治
十
五
年
十
一
月
刊)
に
お
け
る
「
妙
想
」
や
坪
内
逍
遙
の
「
妙
想
」
に
つ
い
て
は
先
行
論
も
多
い
が
、
他
の
美
術
論
に
お
け
る
「
妙
想
」
や
逍
遙
以
外
の
文
学
論
に
お
け
る
「
妙
想
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
先
行
論
が
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
明
治
以
降
に
お
け
る
「
妙
想
」
概
念
の
発
生
か
ら
終
息
ま
で
を
、
美
術
論
と
文
学
論
に
お
い
て
考
察
し
た
。 
第
一
章 
『
美
術
真
説
』
に
お
け
る
「
妙
想
」
訳
―
フ
ェ
ノ
ロ
サ
草
稿
演
説
資
料
を
手
が
か
り
に
― 
 
第
一
章
で
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
演
説
を
大
森
惟
中
が
和
訳
し
て
出
版
し
た
『
美
術
真
説
』
に
お
け
る
「
妙
想
」
訳
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ま
ず
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
英
文
演
説
草
稿
と
『
美
術
真
説
』
と
の
比
較
に
お
い
て
、
先
行
論
で
は
「Id
ea
」
を
「
妙
想
」
と
訳
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
事
実
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は
、
「
妙
想
」
と
の
訳
に
当
た
る
英
語
は
「Id
ea
」
だ
け
で
は
な
く
、
「th
e
 a
rtis
tic q
u
a
lity
」
「id
e
a
litie
s
」
「th
e
 a
rtis
tic cre
a
tio
n
」
「sp
irit
」
「w
h （マ
マ
）. its
 id
e
a
lity
 is
 to
 b
e
 re
a
liz
e
d
」
「id
e
a
l(s)
」
「id
e
a
lity
」
に
も
「
妙
想
」
と
和
訳
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
大
森
が
和
訳
し
た
「
妙
想
」
と
い
う
タ
ー
ム
は
、
北
宋
蘇
軾
の
詩
に
用
い
ら
れ
、
江
戸
時
代
の
画
論
に
も
引
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
大
森
訳
の
「
妙
想
」
が
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
意
図
し
た
「Id
e
a
」
だ
け
の
概
念
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
漢
詩
で
用
い
ら
れ
た
東
洋
美
術
観
の
意
味
、
す
な
わ
ち
観
者
が
感
じ
と
る
感
性
・
悟
性
に
訴
え
た
精
神
的
心
情
的
な
「
想
念
」
の
意
味
へ
と
変
化
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
第
二
章 
日
本
近
代
美
術
論
に
お
け
る
「
妙
想
」
―
岡
倉
天
心
の
「
妙
想
」
を
中
心
に
― 
 
 
第
二
章
で
は
、
日
本
近
代
美
術
論
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
「
妙
想
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
『
大
日
本
美
術
新
報
』
で
は
、
作
者
の
「
妙
想
」
、
美
術
作
品
に
お
け
る
「
妙
想
」
、
観
者
の
「
妙
想
」
の
三
種
類
の
用
例
が
み
ら
れ
た
。
和
訳
さ
れ
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
所
説
に
お
け
る
「I
d
e
a
＝
妙
想
」
は
、
作
者
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
想
念
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
が
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
親
交
の
深
か
っ
た
岡
倉
天
心
の
美
術
論
に
お
け
る
「
妙
想
」
の
意
味
は
、
「
狩
野
芳
崖
」(
『
国
華
』
第
二
号
、
明
治
二
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日)
に
お
い
て
、
実
際
の
観
察
と
は
差
異
の
あ
る
描
き
方
を
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
方
が
よ
り
特
徴
を
捉
え
て
い
る
と
し
た
ら
、
画
家
の
イ
メ
ー
ジ
で
描
い
た
作
品
に
価
値
が
あ
る
と
述
べ
、
画
家
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
想
念
を
「
妙
想
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
一
方
で
、
「
美
術
展
覧
会
批
評
」(
『
日
本
』
明
治
二
十
二
年
四
月
十
八
日
―
二
十
八
日)
に
お
い
て
「
明
治
の
妙
想
」
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
妙
想
」
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
の
時
代
精
神
と
理
解
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
天
心
の
「
妙
想
」
に
は
、
作
者
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
想
念
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
の
時
代
精
神
と
い
う
二
種
類
の
意
味
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。 
 
と
こ
ろ
が
、
「
明
治
三
十
年
の
美
術
界
」
（
『
太
陽
』
第
四
巻
第
一
号
、
明
治
三
十
一
年
一
月
一
日
）
の
後
、
天
心
が
「
妙
想
」
を
用
い
た
例
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
「
第
二
十
三
回
絵
画
互
評
会
」
（
『
日
本
美
術
』
第
五
十
二
号
、
明
治
三
十
六
年
六
月
六
日
）
の
「
醴
泉
氏
の
着
色
『
夕
ぐ
れ
』
」
評
に
、
「
美
の
観
念
」
と
は
「
個
相
」
を
「
理
想
化
」
「
想
化
」
す
る
こ
と
で
、
「
心
を
練
り
着
想
を
示
す
」
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
天
心
の
「
美
の
観
念
」
の
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
「
着
想
」
と
い
う
タ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
作
者
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
想
念
と
し
て
の
「
妙
想
」
は
「
着
想
」
と
い
う
用
語
へ
と
位
相
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
の
時
代
精
神
の
意
味
で
あ
っ
た
「
妙
想
」
は
、
『
東
洋
の
理
想
』(
一
九
〇
三
年)
『
日
本
の
覚
醒
』(
一
九
〇
五
年)
『
茶
の
本
』(
一
九
〇
六
年)
等
に
お
い
て
、
「
理
想
」
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に
位
相
さ
れ
た
。
但
し
英
語
で
は
、
「
妙
想
」
か
ら
「
着
想
」
へ
の
位
相
は
「Id
e
a
」
の
ま
ま
で
、
「
妙
想
」
か
ら
「
理
想
」
へ
の
位
相
に
お
い
て
「Id
e
a
」
か
ら
「Id
e
a
l
」
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
天
心
が
「
妙
想
」
を
用
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
理
由
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
帰
国
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
和
訳
で
「
妙
想
」
と
い
う
タ
ー
ム
を
用
い
な
く
な
っ
た
た
め
と
、
森
鷗
外
の
美
術
論
か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。 
第
二
部 
逍
遙
小
説
論
に
お
け
る
タ
ー
ム(
用
語)
の
問
題 
第
三
章 
坪
内
逍
遙
の
小
説
論
に
お
け
る
「
妙
想
」
概
念
の
位
相 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
「
真
理
」
及
び
「
理
想
」
概
念
と
の
関
連
を
視
野
に
入
れ
て
― 
 
 
 
 
 
第
三
章
で
は
、
坪
内
逍
遙
の
「
妙
想
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
明
治
十
九
年
以
降
に
お
け
る
逍
遙
の
「
妙
想
」
は
、
自
然
描
写
で
は
作
者
が
詩
的
優
美
を
感
得
し
た
風
情
を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
一
方
心
理
描
写
に
つ
い
て
は
、
二
葉
亭
四
迷
の
露
美
学
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
か
ら
（
明
治
十
九
年
三
月
以
降
）
、
「
妙
想
」
を
「
真
理
」
と
結
び
付
け
て
考
察
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
逍
遙
の
「
妙
想
」
は
実
物
を
直
接
観
察
す
る
た
め
、
未
来
小
説
に
は
適
応
さ
れ
ず
に
、
専
ら
現
在
と
過
去
に
お
け
る
小
説
に
の
み
適
応
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
「
此
ぬ
し
と
教
師
三
昧
」(
『
読
売
新
聞
』
明
治
二
十
三
年
十
二
月
十
三
・
十
四
日)
以
降
、
「
妙
想
」
と
の
タ
ー
ム
を
用
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
森
鷗
外
に
よ
る
心
理
的
観
察
法
の
批
判
や
、
新
聞
小
説
に
お
い
て
読
者
層
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
逍
遙
の
小
説
観
に
対
す
る
変
化
（
未
来
小
説
を
認
め
る
立
場
、
『
読
売
新
聞
』
明
治
二
十
三
年
一
月
十
七
・
十
八
日
）
に
よ
っ
て
、
「
妙
想
」
と
の
タ
ー
ム
を
用
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 
第
四
章 
石
橋
忍
月
の
文
学
論
に
お
け
る
「
妙
想
」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
逍
遙
・
鷗
外
・
魯
庵
・
透
谷
等
と
の
比
較
に
お
い
て
― 
 
第
四
章
で
は
、
逍
遙
以
外
の
文
学
者
た
ち
が
説
い
た
「
妙
想
」
概
念
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
逍
遙
と
同
じ
立
場
に
立
ち
「
妙
想
」
概
念
を
用
い
て
い
た
の
は
、
明
治
二
十
二
年
ま
で
の
石
橋
忍
月
や
、
二
葉
亭
四
迷
、
敦
井
太
郎
、
後
藤
宙
外
及
び
原
抱
一
庵
で
あ
っ
た
。
内
田
魯
庵
は
作
者
の
「
理
想
」
を
標
準
に
心
の
内
面
を
描
く
こ
と
を
「
妙
想
」
と
考
え
て
お
り
、
谷
口
清
艶
も
同
様
の
認
識
で
あ
っ
た
。
一
方
森
鷗
外
の
「
妙
想
」
は
、
「
空
想
」
よ
り
も
深
遠
な
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
明
治
二
十
三
年
以
降
の
忍
月
、
北
村
透
谷
や
太
田
玉
茗
も
同
様
の
意
味
で
用
い
て
い
た
。
さ
ら
に
、
「
詩
の
趣
向
」
「
美
妙
な
想
念
」
「
素
晴
ら
し
い
想
念
」
と
い
う
一
般
名
詞
の
意
味
で
「
妙
想
」
を
用
い
て
い
た
人
は
、
柳
園
主
人
（
中
村
花
痩
）
と
大
町
桂
月
で
あ
っ
た
。
な
お
、
筆
者
が
管
見
す
る
範
囲
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
文
学
論
に
お
い
て
は
、
大
町
桂
月
の
「
文
芸
時
評 
読
者
の
鑑
識
」
（
『
太
陽
』
第
十
一
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巻
二
号
、
明
治
三
十
八
年
二
月
一
日
）
以
降
、
「
妙
想
」
と
い
う
タ
ー
ム
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。 
第
五
章 
坪
内
逍
遙
に
お
け
る
馬
琴
小
説
の
受
容
―
読
者
観
を
め
ぐ
っ
て
― 
先
行
論
に
お
い
て
坪
内
逍
遙
の
『
小
説
神
髓
』
は
、
作
者
が
ど
の
よ
う
に
近
代
小
説
を
書
く
べ
き
か
と
い
う
観
点
で
議
論
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
『
小
説
神
髓
』
に
は
作
者
の
観
点
と
同
様
に
読
者
の
観
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
勧
善
懲
悪
を
主
と
す
る
つ
た
な
い
小
説
や
稗
史
が
横
行
し
て
い
る
原
因
を
、
作
者
側
だ
け
に
求
め
る
の
で
は
な
く
読
者
側
に
も
求
め
て
い
る
。 
『
小
説
神
髓
』
に
お
け
る
読
者
重
視
の
観
点
は
、
馬
琴
小
説
中
で
主
張
さ
れ
て
い
た
所
説
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
馬
琴
小
説
に
お
け
る
「
看
官
」
（
「
看
者
」
）
と
「
読
者
」
の
区
別
が
、
逍
遙
の
『
小
説
神
髓
』
で
は
、
「
読
者
」
に
対
す
る
ル
ビ
の
違
い
、
す
な
わ
ち
、
「
看
官
」(
「
看
者
」)
に
対
す
る
「
よ
む
ひ
と
」
と
「
読
者
」
に
対
す
る
「
ど
く
し
や
」
と
い
う
違
い
を
も
た
ら
し
た
。
両
者
の
違
い
は
、
只
作
品
を
楽
し
く
読
む
「
よ
む
ひ
と
」
と
作
品
内
容
を
深
く
読
み
解
こ
う
と
す
る
「
ど
く
し
や
」
と
の
違
い
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
『
小
説
神
髓
』
に
お
い
て
逍
遙
は
、
近
代
小
説
と
い
う
作
品
を
創
作
す
る
作
者
側
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
読
者
に
対
し
て
も
近
代
小
説
を
読
み
解
く
方
法
を
伝
授
し
、
意
識
改
革
を
試
み
た
の
で
あ
る
。 
第
六
章 
美
術
と
し
て
の
小
説
ノ
ベ
ル
の
成
立
―
『
小
説
神
髓
』
に
お
け
る
「
人
情
」
を
手
が
か
り
に
― 
 
明
治
初
期
に
お
い
て
、
当
時
の
和
歌
や
漢
詩
は
、
現
実
の
社
会
を
詠
む
よ
り
風
流
詩
を
好
み
、
型
に
は
ま
っ
た
伝
統
的
な
形
式
に
固
執
し
、
新
体
詩
は
、
句
調
や
漢
語
、
文
字
数
な
ど
従
来
の
漢
詩
に
拘
泥
し
、
西
洋
詩
の
翻
訳
も
拙
劣
で
、
当
時
の
生
活
感
情
や
思
想
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
と
批
判
さ
れ
て
い
た
。
一
方
当
時
の
演
劇
は
、
人
間
の
情
態
を
そ
の
ま
ま
模
写
す
る
こ
と
を
目
指
す
「
活
歴
史
」
の
演
劇
と
、
そ
れ
を
否
定
し
脚
色
の
面
白
さ
を
求
め
る
演
劇
と
の
両
者
の
間
で
揺
れ
て
い
た
。 
 
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
坪
内
逍
遙
も
『
小
説
神
髓
』
「
小
説
総
論
」
に
和
歌
や
漢
詩
を
批
判
し
、
特
に
演
劇
に
つ
い
て
は
、
文
明
社
会
の
「
人
情
」
を
描
き
き
れ
な
い
と
批
判
し
、
そ
れ
に
変
わ
っ
て
ノ
ベ
ル
と
い
う
近
代
小
説
が
、
当
時
の
文
明
社
会
に
合
致
し
た
「
人
情(
情
態)
」
を
描
写
す
る
と
い
う
点
で
、
詩
歌
や
演
劇
よ
り
も
優
位
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
、
さ
ら
に
、
詩
歌
や
演
劇
と
同
様
に
美
術
領
域
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
具
体
的
に
は
、
詩
歌
で
は
韻
語
や
文
字
制
限
が
あ
り
、
演
劇
で
は
人
間
の
皮
相
部
分
を
誇
張
し
て
表
現
す
る
た
め
に
、
当
時
の
普
通
の
人
間
の
感
情
を
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
小
説
で
は
皮
相
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
内
面
と
の
葛
藤
も
視
野
に
入
れ
た
描
き
方
が
自
由
に
で
き
る
と
し
て
、
小
説
に
お
け
る
「
人
情
」
の
範
囲
を
「
七
情
」
（
「
小
説
総
論
」
）
だ
け
で
は
な
く
、
「
煩
悩
」
（
「
小
説
の
主
眼
」
）
ま
で
も
含
め
た
の
で
あ
る
。 
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さ
ら
に
、
第
八
版
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
「R
O
M
A
N
C
E
」
に
お
け
る
所
説
と
、
こ
の
個
所
を
参
照
し
て
成
立
し
た
『
小
説
神
髓
』
「
小
説
の
変
遷
」
に
お
け
る
逍
遙
の
訳
文
を
比
較
す
る
と
、
逍
遙
の
『
小
説
神
髓
』
に
お
け
る
「
人
情
」
は
、
個
人
的
な
感
情
は
勿
論
の
こ
と
、
時
代
変
遷
に
伴
う
文
明
社
会
に
お
け
る
観
念
（
精
神
・
感
情
）
、
つ
ま
り
明
治
の
功
利
主
義
・
立
身
出
世
主
義
な
ど
の
精
神
を
も
含
め
た
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
人
情
」
を
許
容
範
囲
と
す
る
こ
と
で
、
「
小
説
ノ
ベ
ル
」
に
お
い
て
、
文
明
社
会
の
日
常
生
活
の
人
情
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
第
三
部 
逍
遙
小
説
に
お
け
る
趣
向
・
構
成
・
描
写
法
の
種
々
相 
第
七
章 
坪
内
逍
遙
の
小
説
に
み
ら
れ
る
夢
の
趣
向 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
『
当
世
書
生
気
質
』
『
妹
と
背
か
ゞ
み
』
を
手
が
か
り
に
― 
逍
遙
の
小
説
に
お
け
る
夢
の
趣
向
は
、
江
戸
文
学
ま
で
の
夢
の
趣
向
、
す
な
わ
ち
夢
を
正
夢
や
吉
凶
の
夢
判
断
と
考
え
る
趣
向
と
は
相
違
し
、
現
実
の
世
界
と
は
隔
絶
さ
れ
た
世
界
と
し
て
夢
の
趣
向
が
存
在
し
た
。
『
当
世
書
生
気
質
』(
明
治
十
八
年
六
月
―
明
治
十
九
年
一
月
、
晩
青
堂)
に
お
い
て
逍
遙
は
、
夢
の
予
兆
が
現
実
の
予
兆
の
方
向
性
と
同
じ
傾
向
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
は
正
夢
の
た
め
で
は
な
く
、
偶
然
に
そ
の
よ
う
な
方
向
性
に
な
っ
た
だ
け
で
あ
る
と
任
那
透
一
に
言
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
逍
遙
の
主
張
は
、
夢
に
よ
っ
て
現
実
の
世
界
が
左
右
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
現
実
の
世
界
に
お
け
る
人
間
の
人
情
、
煩
悩
、
劣
情
が
そ
の
よ
う
な
傾
向
に
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
と
い
う
、
あ
く
ま
で
現
実
の
世
界
に
根
ざ
し
た
人
間
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
基
調
と
し
た
小
説
を
目
指
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
幻
想
的
な
世
界
観
や
霊
験
的
な
世
界
観
及
び
架
空
癖
と
い
わ
れ
る
現
実
の
世
界
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
趣
向
を
嫌
い
、
明
確
に
江
戸
文
学
の
夢
の
趣
向
と
は
相
違
の
あ
る
近
代
科
学
の
所
説
（
ベ
イ
ン
）
を
も
利
用
し
な
が
ら
、
小
説
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
逍
遙
の
『
内
地
雑
居
未
来
之
夢
』(
明
治
十
九
年
四
月
―
九
月
、
晩
青
堂)
に
お
い
て
、
英
国
小
説
に
お
け
る
夢
の
趣
向
と
同
様
の
描
写
が
さ
れ
た
た
め
に
、
そ
の
後
に
続
く
石
橋
忍
月
の
『
露
子
姫
』
(
明
治
二
十
二
年
十
一
月
、
春
陽
堂)
や
川
上
眉
山
の
『
墨
染
桜
』(
新
著
百
種
、
明
治
二
十
三
年
六
月
、
吉
岡
書
籍
店)
に
お
い
て
も
、
同
様
の
夢
の
場
面
の
設
定
が
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
日
本
の
近
代
小
説
成
立
の
過
程
の
中
で
、
逍
遙
が
夢
の
趣
向
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
も
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 
第
八
章 
『
遊
学
八
少
年
』
か
ら
『
当
世
書
生
気
質
』
へ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
構
成
・
趣
向
に
お
け
る
『
牡
丹
燈
籠
』
の
影
響
― 
 
『
牡
丹
燈
籠
』(
明
治
十
七
年
、
東
京
稗
史
出
版
社)
と
『
当
世
書
生
気
質
』
を
構
成
及
び
内
容
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
る
と
、
『
牡
丹
燈
籠
』
の
構
成
と
同
様
に
、
『
当
世
書
生
気
質
』
の
構
成
も
二
重
構
造
に
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な
っ
て
い
る
。
そ
の
契
機
は
、
逍
遙
が
『
当
世
書
生
気
質
』
を
執
筆
し
た
明
治
十
八
年
四
月
以
前
の
二
月
に
再
版
さ
れ
る
『
牡
丹
燈
籠
』
の
序
文
を
書
い
て
い
る
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。
内
容
に
関
し
て
も
、
『
牡
丹
燈
籠
』
で
は
、
勧
善
懲
悪
な
人
物
像
を
基
に
人
物
が
設
定
さ
れ
、
お
露
と
新
三
郎
に
お
け
る
架
空
癖
の
肯
定
、
お
国
と
源
次
郎
な
ど
の
肉
欲
的
な
恋
愛
、
さ
ら
に
女
性
の
淫
婦
性
や
親
子
の
情
愛
を
口
演
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
『
当
世
書
生
気
質
』
で
は
、
品
性
の
あ
る
恋
愛
や
架
空
癖
の
否
定
、
女
傑
と
も
い
え
る
女
性
の
登
場(
お
芳)
や
親
子
再
会
の
情
愛
場
面
の
割
愛
な
ど
、
両
者
が
対
比
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
牡
丹
燈
籠
』
に
お
い
て
は
人
間
の
感
性
的
・
感
情
的
な
面
を
描
写
し
た
表
象
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
当
世
書
生
気
質
』
で
は
西
洋
の
近
代
科
学
を
背
景
に
し
た
理
知
的
・
理
性
的
な
人
間
表
象
が
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
両
者
の
差
異
の
原
因
は
、
も
と
も
と
一
般
庶
民
を
聴
衆
と
し
て
成
立
し
た
『
牡
丹
燈
籠
』
と
、
知
識
人
を
読
者
層
と
し
た
『
当
世
書
生
気
質
』
の
相
違
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。 
第
九
章 
坪
内
逍
遙
『
内
地
雑
居
未
来
之
夢
』
―
中
絶
の
意
味
す
る
も
の
― 
第
九
章
に
お
い
て
、
坪
内
逍
遙
の
『
内
地
雑
居
未
来
之
夢
』
に
お
け
る
中
絶
の
理
由
を
考
察
し
た
。
本
作
品
中
に
描
か
れ
た
外
国
人
の
事
件
の
大
半
は
、
当
時
新
聞
に
報
道
さ
れ
て
い
る
内
容
と
同
じ
で
あ
り
、
逍
遙
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
な
未
来
を
予
想
し
て
描
か
れ
た
作
品
と
い
う
よ
り
も
、
執
筆
当
時
の
社
会
状
況
を
踏
ま
え
て
描
か
れ
て
い
た
。
第
一
回
か
ら
第
九
回
ま
で
の
構
成
は
、
菱
野
が
支
那
人
の
ス
リ
を
匿
う
英
国
貿
易
商
人
か
ら
殴
打
さ
れ
る
事
件
や
渥
美
の
身
の
上
に
起
こ
る
陰
謀
な
ど
内
地
雑
居
の
問
題
点
も
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
逍
遙
が
こ
れ
ま
で
に
書
い
た
小
説
よ
り
も
多
彩
な
趣
向
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
十
回
の
「
政
治
家
の
小
集
会
」
で
は
改
進
党
の
主
張
を
喧
伝
す
る
こ
と
に
腐
心
し
、
「
第
十
四
回 
市
中
の
騒
擾
」
に
お
い
て
、
日
本
人
と
支
那
人
と
の
軋
轢
を
描
写
す
る
こ
と
で
、
政
治
小
説
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
逍
遙
も
認
識
し
て
い
た
た
め
に
、
中
絶
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
逍
遙
は
「
愛
佗
痴
子
大
人
の
御
注
意
を
謝
し
ま
つ
る(
続
き)
」(
『
自
由
燈
』
明
治
十
八
年
七
月
三
十
一
日)
に
お
い
て
、
ノ
ベ
ル
は
情
態
を
描
写
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
て
、
時
事
論
を
述
べ
る
場
で
は
な
い
と
主
張
し
、
「
小
説
を
論
じ
て
書
生
形
気
の
主
意
に
及
ぶ
」(
『
自
由
燈
』
明
治
十
八
年
八
月
四
日)
に
お
い
て
は
、
政
治
小
説
を
勧
懲
小
説
と
同
様
に
否
定
し
、
さ
ら
に
「
投
書
欄
内
を
借
用
し
て
妹
と
背
鏡
の
読
者
諸
君
に
白
す
」(
『
読
売
新
聞
』
明
治
十
九
年
十
月
五
日)
に
、
事
件
な
ど
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
小
説
家
が
書
か
な
く
と
も
歴
史
家
が
書
け
ば
よ
い
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
小
説
の
趣
向
の
点
か
ら
も
、
「
演
劇
改
良
会
及
創
立
を
き
い
て
卑
見
を
述
ぶ
」(
改
進
散
人
編
『
劇
場
改
良
法
』
明
治
十
九
年
十
月
、
大
阪
出
版
会
社)
に
、
稗
史
小
説
の
よ
う
な
伏
線
・
照
応
・
照
対
・
波
瀾
・
頓
挫
な
ど
の
模
型
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め
い
た
物
を
、
意
図
的
に
こ
し
ら
え
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 
第
十
章 
坪
内
逍
遙
の
小
説
に
表
象
さ
れ
た
女
性
像 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
『
当
世
書
生
気
質
』
『
妹
と
背
か
ゞ
み
』
「
細
君
」
「
巣
守
の
妻
」
を
素
材
に
― 
 
逍
遙
は
『
当
世
書
生
気
質
』
に
お
い
て
、
恋
愛
に
は
三
種
類
あ
る
と
指
摘
し
、
そ
の
う
ち
「
上
の
恋
」
と
は
「
こ
ハ
其
人
の
気
韻
き
ぐ
ら
ゐ
の
高
き
と
。
其
稟
性
こ
ゝ
ろ
ば
へ
の
非
凡
な
る
と
を
。
景
慕
す
る
よ
り
起
れ
る
恋
」(
第
十
四
回)
と
述
べ
支
持
し
た
。
具
体
的
に
「
気
韻
き
ぐ
ら
ゐ
」
と
は
、
道
理
力
を
陶
冶
し
な
が
ら
、
高
尚
な
自
己
の
人
生
目
標
や
考
え
方
を
抱
い
て
い
る
品
行
で
あ
り
、
「
稟
性
こ
ゝ
ろ
ば
へ
」
と
は
美
徳
を
備
え
た
性
格
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「
景(
敬)
慕
」
と
は
精
神
的
な
才
智
の
非
凡
さ
や
志
操
の
貞
し
さ
を
尊
敬
の
念
を
懐
き
慕
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
逍
遙
が
小
説
で
描
い
た
恋
愛
は
「
中
の
恋
」
で
あ
っ
た
。 
具
体
的
に
、
逍
遙
は
『
当
世
書
生
気
質
』
に
お
い
て
、
気
丈
な
女
性(
お
芳)
と
神
経
質
で
気
弱
な
男
性
(
小
町
田
粲
爾)
の
恋
愛
を
描
き
、
江
戸
人
情
本
な
ど
に
み
ら
れ
る
色
街
の
男
女
の
恋
愛
と
の
違
い
を
明
確
に
し
た
。
次
の
『
妹
と
背
か
ゞ
み
』(
明
治
十
八
年
十
二
月
―
十
九
年
九
月
、
会
心
書
屋)
に
お
い
て
、
男
性
が
懐
く
日
本
の
下
層
社
会
に
生
き
る
女
性
の
結
婚
観
を
否
定
す
る
立
場
で
、
お
辻
を
描
写
し
た
。
次
に
「
細
君
」(
『
国
民
之
友
』
第
四
巻
第
三
十
七
号
、
明
治
二
十
二
年
一
月
二
日)
に
お
い
て
、
妻
お
種
は
質
屋
事
件
が
起
き
る
ま
で
、
「
外
聞
」
「
世
間
」
か
ら
夫
や
自
分
を
守
り
、
充
分
に
「
細
君
」
の
務
め
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
世
間
体
や
外
聞
が
問
題
に
な
れ
ば
、
夫
で
は
な
く
妻
の
不
行
状
が
問
題
に
な
り
、
妻
の
座
の
不
安
定
さ
が
問
題
視
さ
れ
た
。
一
方
「
巣
守
の
妻
」(
『
女
学
叢
誌
』
第
二
十
九
号
―
第
五
十
二
号
、
明
治
十
九
年
七
月
五
日
―
明
治
二
十
年
三
月
四
日)
で
は
、
夫
新
作
と
妻
お
民
の
関
係
で
は
な
く
、
新
作
の
母
越
野
と
お
民
の
関
係
が
重
視
さ
れ
る
。
逍
遙
の
「
上
の
恋
」
か
ら
す
れ
ば
、
結
婚
条
件
と
し
て
相
手
の
「
高
尚
さ
」
と
「
非
凡
さ
」
を
見
極
め
、
そ
れ
を
尊
敬
で
き
る
か
否
か
と
い
う
点
で
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
逍
遙
の
「
上
の
恋
」
が
現
実
に
は
難
し
い
と
し
た
ら
、
次
善
の
策
と
し
て
「
自
由
結
婚
」
と
「
干
渉
結
婚
」
の
「
中
庸
」
を
図
る
た
め
に
、
「
巣
守
の
妻
」
で
は
自
分
の
母
親
や
他
の
作
品
で
は
良
識
の
あ
る
大
人
に
判
断
し
て
貰
う
こ
と
で
、
相
手
の
人
間
性
を
見
極
め
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
一
連
の
小
説
は
、
当
時
の
男
性
側
か
ら
見
る
女
性
観
を
変
え
る
べ
く
主
導
し
よ
う
と
し
た
社
会
改
良
小
説
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 
第
十
一
章 
坪
内
逍
遙
の
小
説
に
み
ら
れ
る
描
写
法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
江
戸
小
説
と
英
文
小
説
の
描
写
法
を
手
が
か
り
に
― 
第
十
一
章
で
は
、
逍
遙
の
小
説(
『
当
世
書
生
気
質
』
・
『
妹
と
背
か
ゞ
み
』)
と
曲
亭
馬
琴(
『
朝
夷
巡
嶋
記
』
・
『
近
世
説
美
少
年
録
』
・
『
開
巻
驚
奇
俠
客
伝
』)
及
び
ス
コ
ッ
ト(
S
IR
 W
A
L
T
E
R
 
S
C
O
T
T
)
の
小
説(“T
H
E
 B
R
ID
E
 O
F
 L
A
M
M
E
R
M
O
O
R
”1
8
5
8
.)
に
み
ら
れ
る
人
物
・
対
物
・
風
景
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・
心
理
描
写
を
比
較
検
討
し
た
。
人
物
描
写
は
、
ス
コ
ッ
ト
の
小
説
よ
り
も
馬
琴
小
説
の
方
が
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
、
し
か
も
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
な
か
で
性
格
描
写
も
描
か
れ
て
い
る
。
逍
遙
の
小
説
で
は
、
姿
形
か
ら
着
て
い
る
服
装
、
表
情
に
よ
る
性
格
な
ど
、
そ
の
人
の
総
て
を
描
写
し
尽
く
そ
う
と
し
、
作
者
の
感
想
ま
で
挿
入
さ
れ
て
い
る
た
め
に
必
要
以
上
の
こ
と
が
書
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
対
物
描
写
は
、
馬
琴
小
説
で
も
ス
コ
ッ
ト
の
小
説
で
も
詳
細
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
一
方
逍
遙
の
小
説
で
は
、
前
後
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
と
は
別
に
、
彼
の
癖
で
あ
る
諧
謔
味
を
も
挿
入
さ
せ
た
文
章
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
風
景
描
写
は
、
ス
コ
ッ
ト
の
小
説
に
風
景
描
写
が
多
く
描
か
れ
て
お
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
風
土
を
醸
し
出
す
意
味
で
小
説
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
逍
遙
の
小
説
で
は
、
そ
の
場
限
り
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
た
め
の
風
景
描
写
と
い
う
程
度
で
、
小
説
の
中
で
は
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
傾
向
は
、
馬
琴
小
説
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
心
理
描
写
は
、
ス
コ
ッ
ト
の
小
説
よ
り
も
馬
琴
小
説
の
方
が
登
場
人
物
の
心
情
を
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
。
一
方
逍
遙
の
小
説
で
は
、
心
の
内
面
の
説
明
を
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
登
場
人
物
の
何
気
な
い
会
話
や
所
作
の
変
化
に
よ
っ
て
心
の
内
面
の
変
化
を
描
写
し
て
い
る
。
逍
遙
の
小
説
で
は
、
会
話
表
現
が
巧
妙
に
描
か
れ
て
お
り
、
会
話
に
よ
っ
て
登
場
人
物
の
心
の
内
面
を
表
現
す
る
場
面
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
馬
琴
小
説
と
ス
コ
ッ
ト
の
小
説
の
描
写
法
は
、
小
説
に
お
け
る
風
景
描
写
の
重
要
度
が
違
っ
て
い
た
が
、
他
の
点
に
つ
い
て
は
、
馬
琴
小
説
に
お
い
て
も
見
劣
り
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
逍
遙
は
、
彼
が
読
み
得
た
英
文
小
説
に
お
い
て
、
人
物
・
対
物
・
風
景
・
心
理
描
写
そ
れ
ぞ
れ
に
ノ
ベ
ル
と
し
て
の
特
色
が
示
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
逍
遙
の
性
癖
と
し
て
、
講
談
調
や
落
語
調
の
諧
謔
的
な
文
章
を
自
身
の
小
説
に
書
い
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
逍
遙
の
小
説
は
描
写
を
基
軸
と
す
る
ノ
ベ
ル
の
水
準
に
ま
で
達
し
て
い
な
い
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
終
章
で
は
、
第
一
章
か
ら
第
十
一
章
ま
で
の
筆
者
の
論
攷
に
お
い
て
、
特
に
、
逍
遙
の
小
説
の
中
に
見
ら
れ
た
近
代
性
、
す
な
わ
ち
江
戸
文
学
に
お
け
る
趣
向
と
は
明
確
に
相
違
の
あ
る
趣
向
の
摘
出
と
、
小
説
論
に
お
け
る
読
者
論
に
先
見
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
具
体
的
に
は
、
趣
向
の
近
代
性
に
お
い
て
、
小
説
に
お
け
る
夢
の
役
割
を
正
夢
や
吉
凶
の
価
値
判
断
と
す
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
、
拘
泥
し
て
し
ま
う
「
煩
悩
」
と
し
て
析
出
し
て
い
る
こ
と
を
実
証
し
た
。
ま
た
、
前
田
愛
氏
な
ど
の
論
文
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
江
戸
戯
作
文
学
程
度
の
価
値
と
し
か
認
め
ら
れ
な
い
『
当
世
書
生
気
質
』
を
『
牡
丹
燈
籠
』
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
『
当
世
書
生
気
質
』
の
趣
向
に
お
い
て
江
戸
戯
作
文
学
の
趣
向
か
ら
脱
し
よ
う
と
す
る
指
向
も
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
一
方
、
小
説
論
に
お
い
て
は
、
今
日
で
は
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
テ
ク
ス
ト
論
・
読
者
論
の
立
場
が
逍
遙
の
小
説
論
に
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 
 
な
お
、
逍
遙
に
関
す
る
残
さ
れ
た
問
題
と
し
て
、
『
諷
誡
京
わ
ら
ん
べ
』
「
忘
年
会
」
「
松
の
内
」
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「
小
説
外
務
大
臣
」
な
ど
の
小
説
類
、
そ
の
他
翻
訳
小
説
に
関
す
る
内
容
の
分
析
、
さ
ら
に
小
説
理
論
で
は
、
「
没
理
想
」
、
作
者
の
語
り
、
言
文
一
致
の
問
題
な
ど
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
後
日
に
期
し
た
い
。 
